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某メーカーのお菓子を買うと、「おもちゃ」が付いてきます。
ＪＦ兵庫漁連が開発した浮力付合羽を買うと、「浮力」といっしょに「安全」が付いてきます！
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流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！
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新年のご挨拶

水産をͬたྉཧࣨڭͰަྲྀ会
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松༿ガニ漁ղې（香美町）

かͬͺかͬͺ

શڠړࠃ功࿑者表彰 ～ＪＦ富島 小西組合長が受賞～
ฌ̘̟ݿ 会ྲྀަڀݚ߹ಉڠ̘

ʮΓͬ Γͬ ！ΞαϦの०をຯΘ͓う！ʯ
～西宮市貝類館で料理教室を開催～
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表紙の言葉

（写真提供：ＪＦ兵庫漁連 西上 幸作氏）
　松葉ガニ漁が解禁となり、但馬の各浜では、この日を待ち
わびた仲買人らが威勢よくカニを競り落としていました。
　写真のズワイガニは１㎏を上回る立派なサイズ。甲羅には
カニビルの卵と成虫が付いています。
　このカニビルは海底の泥の中で生活し、魚の体液を吸って
成長するそうです。そして泥の海底では、カニビルにとって
最適な産卵場所がカニの甲羅であり、カニの体液を吸ったり
寄生することはないとのことです。
　甲羅についている黒い粒はカニビルの卵で、カニが脱皮して
から時間が経つほどに多く産み付けられることから、卵の数は
カニの身入りの良しあしを判断する目安として知られます。
　ズワイガニとともに上がってくるカニビルもまた、但馬の冬
の到来を告げる生き物なのです。

「松葉ガニ漁解禁」（香美町香住区）
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今
年
は
十
二
支
の
七
番
目
の
午
年
で
す
。
私
も
五
回
目
の
年
男
で
二

月
一
日
に
と
う
と
う
還
暦
を
迎
え
ま
し
た
。
私
が
子
供
の
頃
は
、
六
十

歳
の
男
の
人
を
み
る
と
随
分
年
寄
り
で
「
お
じ
い
さ
ん
」
そ
の
も
の
で

あ
っ
た
。

　

そ
れ
も
道
理
で
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が

六
五
歳
、女
性
が
七
〇
歳
（
老
衰
死
亡
率
は
人
口
10
万
人
当
た
り
58
％
）

の
時
代
で
あ
っ
た
。
あ
の
当
時
の
還
暦
の
人
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
ま
だ
自
分
で
は
若
い
と
思
っ
て

い
る
が
、
ボ
ツ
ボ
ツ
心
身
共
に
「
ガ
タ
」
が
き
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
一
日
、
一
週
間
、
一
ヶ
月
過
ぎ
る
の
が
だ
ん
だ
ん
早
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
、
物
忘
れ
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
寝
て
い
て
ト
イ
レ
な
ど
に
起
き
る
と
き
に
は
、
膝
が
痛
く
一

呼
吸
置
か
な
い
と
起
き
上
が
れ
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
元
々
は
近
眼
で
あ
る
が
、
二
年
前
こ
ろ
か

ら
書
類
、
パ
ソ
コ
ン
の
字
が
見
づ
ら
く
老
眼
鏡
を
購
入
し
た
が
、
近
頃
は
老
眼
が
更
に
進
み
小
さ
な

字
は
老
眼
鏡
を
外
さ
な
い
と
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
…
…
等
々
考
え
る
と
や
は
り
歳
を
感
じ

る
。
ま
た
、
還
暦
を
迎
え
た
途
端
に
色
々
な
所
か
ら
シ
ニ
ア
割
引
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
来
る
よ

う
に
な
り
、
本
当
に
還
暦
を
迎
え
た
の
だ
と
何
故
か
強
烈
に
寂
し
い
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
有
り
難
い
こ
と
に
こ
の
世
に
生
を
享
け
て
六
十
年
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
事
故
に
も
遭

わ
ず
、
一
度
も
入
院
せ
ず
、
六
十
年
生
き
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
還

暦
を
迎
え
た
こ
と
を
自
覚
し
て
大
病
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
お
酒
も
ほ
ど
ほ
ど
に
適
度
な
運
動
を

心
が
け
て
そ
ろ
そ
ろ
健
康
寿
命
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

元
巨
人
軍
監
督
の
長
嶋
茂
雄
さ
ん
は
還
暦
を
迎
え
た
と
き
の
挨
拶
で
「
第
一
回
目
の
還
暦
を
無
事

に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
…
…
」
と
い
っ
た
そ
う
で
す
が
、
あ
の
人
を
見
て
い
る
と
、
本
当
に

二
度
目
の
還
暦
（
大
還
暦
百
二
十
歳
）
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
の
錯
覚
に
と
ら

わ
れ
る
。
二
度
目
の
還
暦
と
ま
で
は
考
え
な
い
が
、
現
在
の
平
均
寿
命
（
男
性
七
九
歳
）
ま
で
は
、

健
康
で
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
定
年
後
も
但
馬
漁
船
保
険
組
合
に
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
規
則
正
し
い
生
活
は
で
き
る
。「
健
全
な
る
精
神
は
健

全
な
る
身
体
に
宿
る
」
の
例
え
も
あ
る
よ
う
に
気
力
と
体
力
を
充
実
さ
せ
て
頑
張
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

還
暦
を
迎
え
て
思
う
こ
と
…
…但

馬
漁
船
保
険
組
合 

参
事
　
中 

村
　
光 

男

	 ２	 ようそろ

	 ３	 平成26年度	大日本水産会功績者表彰の受章者が決定
	 	 松葉ガニ漁	解禁

	 ４	 貝原俊民元理事長	逝去
	 	 兵庫産水産物が学生食堂メニューに登場

	 ５	 海事債権条約の改正で船主責任制限額引き上げへ

	 ６	 淡路市でかいぼり作業

	 ７	 摂播漁青連	関学生協祭に出店

	 ８	 淡路島の生サワラ丼	販売開始

	 ９	 大輪田塾だより

	 10	 全国で展開する海岸・河川などでの清掃活動について

	 12	 ＪＦ東播磨での“命を守る運動”海難防止講習会
	 	 海難事故をなくそう

	 13	 兵庫JCC通信

	 14	 旬に想う
	 	 アサリ天然種苗試験	始まる
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
日
本
海
の
冬
の
味
覚
、
松
葉
ガ
ニ
漁
が
、
富
山

県
か
ら
島
根
県
ま
で
の
１
府
６
県
で
11
月
６
日

（
木
）
午
前
０
時
に
一
斉
に
解
禁
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
一
の
水
揚
げ
を
誇
る
兵
庫
で
も
、
Ｊ
Ｆ
但
馬

（
眞
野 

豊
組
合
長
）、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
（
川
越 

一
男
組

合
長
）
所
属
の
沖
合
底
曳
船
49
隻
が
次
々
に
出
港

し
、解
禁
を
待
っ
て
一
斉
に
網
を
投
入
し
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
に
は
44
隻
が
各
浜
に
帰
港
し
て
初
競

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
柴
山
港
で
は「
松

葉
ガ
ニ
初
せ
り
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｆ
浜
坂
の
セ
リ
で
は
、
オ
ス
ガ
ニ
が
昨
年
よ
り

８
万
円
高
い
１
尾 
33
万
円
の
値
を
付
け
過
去
最

高
値
を
更
新
す
る
な
ど
、
解
禁
を
迎
え
た
浜
は
大

い
に
沸
き
ま
し
た
。

　
初
日
の
但
馬
地
区
全
体
で
の
水
揚
げ
量
は
、
オ

ス
ガ
ニ
・
メ
ス
ガ
ニ
と
も
に
昨
年
を
上
回
り
、
合

計
で
前
年
比
１
２
４
％
と
順
調
な
滑
り
出
し
と
な

り
、
総
水
揚
金
額
も
同
１
２
１
％
の
約
１
億
４
千

３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

松
葉
ガ
ニ
漁 

解
禁
!!

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

但
馬
支
所

選別作業の様子（浜坂漁港）

平成26年度  大日本水産会功績者表彰の受章者が決定されました！
◎平成26年度 大日本水産会功労者表彰 受章

（一財）海苔増殖振興会 副会長 山田 隆義 氏（ＪＦ神戸市組合長、ＪＦ兵庫漁連会長）
（一社）淡路水交会　　 前会長 前田 𠮷計 氏（ＪＦ南淡組合長）

　大日本水産会（白須 敏朗会長）は10月10日
（金）に平成26年度水産功績者表彰の受章者37
人を決定し、発表しました。
　明治23年から続く、伝統あるもので、毎年、
水産業の振興と発展に功績のあった人を表彰し
ており、これまで2,975人が受章されています。
　本年度は山田 隆義氏、前田 吉計 氏の２名が
受章されました。表彰式は11月27日（木）に東
京で開催されます。
　心よりお慶び申し上げますとともに、今後ま
すますのご健勝とご活躍を祈念いたします。

～兵庫からは２名が受章～

山田 隆義 氏 前田 吉計 氏

セコガニもたくさん水揚げされました（香住漁港）
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連

合
会
（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）

は
本
年
度
、
神
戸
市
に
あ
る
流
通
科
学

大
学
商
学
部
後
藤
ゼ
ミ
（
後
藤
こ
ず
恵

准
教
授
）
と
魚
食
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
や
「
兵
庫
の
り
」
の
学
習
会
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。（
既
報
：
拓
水
№

６
９
２
、
№
６
９
３
）

　
そ
の
後
、
同
ゼ
ミ
生
20
名
は
５
班
に

分
か
れ
、
夏
休
み
を
使
っ
て
、
兵
庫
県

産
水
産
物
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
を
開
発
し
、
10
月
16
日
（
木
）

に
同
大
で
開
催
さ
れ
た
後
藤
ゼ
ミ 

メ

ニ
ュ
ー
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

商
品
化

検
討
最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、

大
西
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
審
査
委
員

に
披
露
し
ま
し
た
。メ
ニ
ュ
ー
紹
介
で
、

ゼ
ミ
生
ら
は
、
メ
ニ
ュ
ー
の
コ
ン
セ
プ

ト
や
自
分
た
ち
で
行
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
手
法
を
説
明
し
つ
つ
、
商
品
レ
シ

ピ
や
試
食
用
サ
ン
プ
ル
も
紹
介
し
、
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
を
行
い

ま
し
た
。
発
表
さ
れ
た
内
容
は
以
下
の

通
り
で
す
。

　
①　
ア
ボ
カ
ド
し
ら
す
マ
フ
ィ
ン

　
②　
海
鮮
タ
コ
ス

　
③ 　
ひ
ょ
う
ご
の
ふ
り
か
け
（
兵
庫

の
り･

シ
ラ
ス
を
ベ
ー
ス
に
、春：

サ
ワ
ラ
、
夏:

タ
コ
、
秋:

カ
ワ

ツ
エ
ビ
、
冬:

ミ
ル
貝
）

　
④　
タ
コ
の
炊
き
込
み
ご
飯

　
⑤　
ハ
モ
天
の
り
蕎
麦

　
発
表
後
の
メ
ニ
ュ
ー
化
検
討
会
で

は
、
審
査
委
員
ら
の
感
想
や
意
見
を
も

と
に
商
品
化
に
向
け
た
話
し
合
い
が
あ

り
ま
し
た
。
同
大
学
内
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｒ

Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ 

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

富
永 

尚
義

店
長
の
意
見
で
は
ど
れ
も
商
品
化
は
可

能
と
さ
れ
、
食
材
供
給
で
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫

漁
連
が
協
力
す
る
こ
と
で
、
11
月
４
～

７
日
「
ア
ボ
カ
ド
し
ら
す
マ
フ
ィ
ン
」 

11
月
10
～
14
日 

「
タ
コ
の
炊
き
込
み

ご
飯
」
が
学
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
登
場

す
る
予
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
当
日
の
審
査
委
員
：
摂
播
漁
青
連 

大
西
正
起
会
長
、
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー 

小
田
垣
寧
専
技
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁

連 

藤
澤
憲
二
次
長
、
摂
播
漁
青
連
事

務
局 

土
井
俊
彦
主
任
、
Ｒ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ 

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

富
永
尚
義
店
長
、
兵

庫
県
水
産
振
興
基
金 

西
詰
宗
弘
）

「アボカドしらすマフィン」試作品

ゼミ生の工夫を凝らしたプレゼンテーションがありました

摂
津
播
磨
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

兵
庫
産
水
産
物
が
学
生
食
堂
メ
ニ
ュ
ー
に
登
場
！

　

～
流
通
科
学
大
後
藤
ゼ
ミ
の
学
生
ら
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
～

　
前
兵
庫
県
知
事
で
、
当
基
金
の
設
立
者
で
あ
り
、
現
名
誉
会

長
の
貝
原 

俊
民
氏
（
81
歳
）
が
、
11
月
13
日
（
木
） 
午
後
３
時

50
分
、交
通
事
故
の
た
め
神
戸
市
内
の
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
聞
で
は
、
同
日
午
後
２
時
半
ご
ろ
、
神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

イ
ン
ド
内
の
市
道
交
差
点
で
、
乗
用
車
同
士
が
衝
突
し
、
車
の
後

部
座
席
に
乗
っ
て
お
ら
れ
て
事
故
に
遭
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
貝
原
氏
は
、県
農
林
水
産
部
長
時
代
か
ら
知
事
ご
退
任
後
も
、

水
産
振
興
に
ご
指
導
、
ご
配
慮
を
賜
り
、
漁
業
団
体
の
行
事
に

も
積
極
的
に
ご
出
席
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。
平
成
17
年
９
月
に

解
散
し
ま
し
た
が
、
県
下
の
昭
和
生
ま
れ
の
漁
協
組
合
長
で
構

成
し
て
い
た「
昭
友
会
」に
は
設
立
以
来
欠
か
さ
ず
参
加
さ
れ
、

ネ
ク
タ
イ
を
外
し
、
ワ
イ
ン
を
片
手
に
楽
し
く
懇
談
さ
れ
た
思

い
出
多
い
方
で
し
た
。
当
基
金
の
設
立
に
際
し
て
も
、
当
時
の

山
田 

岸
松
兵
庫
県
漁
連
会
長
と
と
も
に
大
変
ご
尽
力
い
た
だ

き
、
平
成
13
年
ま
で
の
15
年
間
、
初
代
理
事
長
を
お
務
め
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
急
な
ご
逝
去
で
、
巨
星
を
失
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
れ

ま
せ
ん
が
、
今
は
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
漁
業
界
に
賜
っ
た
温
か

い
ご
指
導
、
ご
配
慮
に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

 

一
般
財
団
法
人 

兵
庫
県
水
産
振
興
基
金　
　

 

理
事
長　
山
田 

隆
義　

 

役
職
員
一
同　

貝
原
俊
民
元
理
事
長 

逝
去

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金
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衆
院
法
務
委
員
会
で

     

盛
山
議
員
「
被
害
救
済
に
配
慮
を
」

 

　
こ
れ
に
関
連
し
て
去
る
10
月
15
日
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
の
代

表
質
問
で
盛
山
正
仁
議
員
（
兵
庫
１
区
・
自
民
党
政
調
・
法
務
部

会
長
）
が
「
法
律
は
被
害
者
救
済
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、実
際
、

海
で
は
燃
料
油
流
失
で
環
境
汚
染
や
漁
業
被
害
な
ど
、
法
律
で
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
被
害
が
発
生
し
漁
業
者
は
泣
き
寝
入
り
と
の
事

例
が
あ
り
ま
す
。
所
管
省
は
船
主
責
任
の
制
限
だ
け
で
な
く
、
他

省
庁
と
も
連
携
し
て
被
害
者
救
済
に
配
慮
さ
れ
た
い
」
と
発
言
さ

れ
、
大
塚 

拓
法
務
大
臣
政
務
官
は
「
兵
庫
の
船
舶
事
故
も
承
知

し
て
お
り
、
油
濁
損
害
賠
償
法
は
国
交
省
、
共
済
は
農
水
省
な
ど

省
庁
に
ま
た
が
る
問
題
も
あ
る
の
で
よ
く
検
討
し
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
又
、
こ
の
委
員
会
に
先
立
ち
、
10
月
８
日
、

自
民
党
政
調
・
法
務
部
会
に
よ
る
経
団
連
、
船
主
協
会
、
船
主
責

任
相
互
保
険
組
合
な
ど
業
界
団
体
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
あ
り
、
漁
業

団
体
か
ら
田
沼
政
男
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
副
会
長
が
意
見
陳
述
を
し
ま

し
た
。
氏
は
「
’08
年
、
明
石
海
峡
で
貨
物
船
三
隻
の
衝
突
事
故
が

あ
り
、
う
ち
１
隻
が
沈
没
し
大
量
の
燃
料
油
流
出
で
大
規
模
な
漁

業
被
害
が
発
生
し
た
が
、
そ
の
被
害
救
済
に
は
船
主
責
任
制
限
法

が
壁
に
な
り
全
損
害
の
約
10
分
の
１
し
か
弁
済
さ
れ
ず
、
こ
の
た

め
、漁
業
者
は
操
業
再
開
に
過
大
の
資
金
調
達
に
苦
し
め
ら
れ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
、
貨
物
船
の
燃
料
油
流
出
事
故
は
想
像
を
超

え
る
漁
業
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
、
現
行
法
の
不
備
を
補

う
救
済
制
度
の
整
備
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

一
般
貨
物
船
の
タ
ン
ク
容
量
に
注
目

　
古
来
、
世
界
の
物
流
は
海
運
が
唯
一
の
手
段
で
あ
り
、
各
国
は

古
く
か
ら
自
国
の
海
運
企
業
を
保
護
育
成
す
る
た
め
に
自
己
の

責
任
を
一
定
額
に
制
限
す
る
制
度
を
設
け
て
き
ま
し
た
が
、
国

際
間
の
混
乱
も
多
く
、
こ
れ
ら
船
主
責
任
制
限
制
度
を
国
際
的

に
統
一
し
た
の
が
１
９
５
７
年
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
締
結
さ
れ
た

海
上
航
行
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
国
際
条

約
（
１
９
５
７
年
船
主
責
任
制
限
条
約
）
で
す
。
以
後
、
経
済
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
被
害
者
の
不
利
を
是
正
す
る
た
め
、
’76
年
Ｉ

Ｍ
Ｃ
Ｏ
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
前
身
）
で
海
事
債
権
条
約
が
採
択
さ
れ
、
’86

年
に
発
効
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
我
が
国
は
’82
年
に
「
船
舶
の

所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
船
主
責
任
制
限
法
）」

を
国
内
法
化
し
ま
し
た
が
、
当
時
、
漁
業
損
害
に
対
す
る
責
任
が

一
方
的
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
漁
協
組
織
が
強
く
反
発
し
た
こ
と

を
記
憶
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、

船
舶
所
有
者
等
の
責
任
の
限
度
額
は
、
一
船
・
一
事
故
毎
に
船
舶

の
ト
ン
数
に
応
じ
て
規
定
さ
れ
、
一
事
故
に
よ
る
船
主
・
用
船
者

等
の
賠
償
額
が
一
定
額
に
制
限
さ
れ
る
と
い
う
現
行
の
仕
組
み
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｉ
Ｍ
Ｏ
法
律
委
員
会
（
’95
年
）
で
’76
年

海
事
債
権
条
約
の
責
任
制
限
額
を
約
２・５
倍
引
き
上
げ
る
議
定

書
（
’96
年
条
約
）
が
採
択
さ
れ
、
２
０
０
４
年
５
月
に
発
効
し
て

い
ま
す
。
現
行
国
内
法
は
’96
年
議
定
書
に
基
づ
い
て
お
り
明
石
海

峡
事
故
で
そ
の
不
備
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
国
で
は
平

成
27
年
４
月
に
発
効
す
る
’12
年
条
約
に
基
づ
き
、
現
行
責
任
制
限

額
が
１
・
51
倍
引
き
上
げ
ら
れ
る
法
改
正
を
準
備
中
で
あ
り
、
大

い
に
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
が
、
一
般
貨
物
船
の
燃
料
油
流
出
が

も
た
ら
す
漁
業
被
害
に
は
万
全
で
は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
認
識

し
て
お
き
た
い
。
別
表
に
も
示
す
と
お
り
小
型
貨
物
船
と
い
え
ど

も
燃
油
保
有
量
は
侮
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
法
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な

い
漁
業
損
害
を
補
填
救
済
す
る
基
金
制
度
の
創
設
も
、
法
改
正
と

併
せ
て
国
会
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

10月８日開催の自民党法務部会での意見陳述（写真提供：西村やすとし事務所）

貨物船仕様

燃料タンク容量 燃料最大積載量

199ｔ 48㎥ 38㎘

499ｔ 55㎥ 44㎘

699ｔ 80㎥ 64㎘

799ｔ 120㎥ 96㎘

1,000ｔ 120㎥ 96㎘

2,000ｔ 193㎥ 154㎘

3,000ｔ 230㎥ 184㎘

5,000ｔ 603㎥ 482㎘
【註】上記容量は機関主機分のみ。
　　 主機燃料は粘度が高く分散しにくいＣ重油が多い。

項目区分

船舶区分

海
事
債
権
条
約
の
改
正
で
船
主
責
任
制
限
額
引
き
上
げ
へ

　
船
舶
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
船
主
責
任
制
限
法
）
の
責
任
限
度
額
を
現
行
の
約
１
・
51
倍
引
き
上
げ
る
改

正
案
が
今
国
会
に
上
程
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
１
２
年
４
月
、
国
際
海
事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
法
律
委
員
会
で
’96
年
船
主
責
任
制

限
条
約
・
議
定
書
に
規
定
す
る
責
任
限
度
額
（
人
損
・
物
損
）
を
約
50
％
引
き
上
げ
る
修
正
案
が
採
択
さ
れ
、
批
准
国
が
来
年
４

月
19
日
に
発
効
す
る
決
議
を
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
国
内
法
を
改
正
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
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各団体からの報告 ＲＥＰＯＲＴ
　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ｊ
Ｆ
森
（
森 

義
政
組
合
長
）・
Ｊ
Ｆ
仮
屋
（
岡
田 

光
司
組

合
長
）
の
漁
業
者
と
地
元
農
業
者
が
協
働
す

る
「
か
い
ぼ
り
」。
た
め
池
の
栄
養
を
海
へ

流
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
貯
水
量
増
加
や
堰

堤
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ほ
か
、
外
来
魚
の
駆

除
も
行
え
、
農
業

の
み
な
ら
ず
防
災

や
環
境
面
の
効
果

で
も
注
目
さ
れ
る

こ
の
活
動
は
島
内

各
地
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｆ
森
・
仮

屋
な
ど
か
ら
な

る
「
淡
路
東
浦
た

め
池･
里
海
交
流

保
全
協
議
会
（
谷 

正
昭
会
長
）」
は
、

10
月
８
日
（
火
）、

９
日
（
水
）
の
２

日
間
に
わ
た
り
、

淡
路
市
釜
口
の

「
大
田
池
」
で
か

い
ぼ
り
を
行
い
、

漁
業
者
や
地
元
農

業
者
ら
約
60
名
が

作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
８
日
は
事
前
に
水

を
抜
い
た
池
に
残
っ
た
魚
を
取
り
上
げ
、「
底

樋
（
そ
こ
ひ
）」
の
周
り
の
土
砂
を
流
し
、

９
日
は
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
放
水
さ
れ
る
な

か
、
漁
業
者
が
鍬
な
ど
を
使
い
作
業
を
進
め

ま
し
た
。
こ
の
池
で
の
か
い
ぼ
り
は
10
年
以

上
行
わ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
底
に
は

最
大
約
１・５
ｍ
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
ま

し
た
。
途
中
の
用
水
路
で
漁
業
者
が
泥
を
流

す
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
海
ま
で
の
距
離

が
近
い
た
め
、
海
岸
で
は
海
の
色
が
広
範
囲

に
変
わ
っ
て
い
る
の
が
肉
眼
で
確
認
出
来
る

ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
作
業
に
は
今
年
も
多
く

の
報
道
陣
が
訪
れ
取
材
を
行
っ
た
ほ
か
、
神

戸
大
学
の
女
子
学
生
も
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
、
聞
き
取
り
調
査
と
と
も

に
作
業
に
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　
森
組
合
長
は
「
昨
年
、
こ
の
事
業
を
続
け

る
べ
き
か
組
合
員
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、“
や

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
”と
言
っ
て
く
れ
た
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。
今
後
、
さ
ら
に
広

い
範
囲
で
実
施
で
き
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

淡
路
市
で
か
い
ぼ
り
作
業

　

～
Ｊ
Ｆ
森
・
Ｊ
Ｆ
仮
屋
の
漁
業
者
が
参
加
～

海には近く、操業する漁船が多数見えました

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

沢山の藻が堆積していました



7

　
10
月
22
日
関
西
学
院
大
学
生
協
祭
が

西
宮
市
上
ノ
原
の
同
大
学
構
内
で
開
催

さ
れ
、
生
協
か
ら
の
要
請
で
摂
播
地
区

漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
大
西 

正
起
会

長
・
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
の
部
員
ら
13
人
が
、

イ
カ
ナ
ゴ
磯
辺
揚
げ
、
明
石
タ
コ
コ

ロ
ッ
ケ
を
販
売
し
、
海
の
幸
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
し
た
。
当
日
は
、
時
折
、
小
雨

交
じ
り
の
寒
風
が
吹
き
抜
け
る
生
憎
の

肌
寒
い
曇
り
日
と
な
り
、
会
場
を
訪
れ

る
学
生
も
ま
ば
ら
で
、
物
販
は
予
定
の

３
分
の
１
程
度
と
低
調
で
し
た
。
そ
れ

で
も
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
隣
接
し
た
大

学
生
協
運
営
の
学
食
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ

な
ど
で
は
、
同
漁
青
連
が
提
案
し
た
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ

Ａ
丼
」
シ
リ
ー
ズ
の
ハ
モ
カ
ツ
丼
コ
ー
ナ
ー
に
長
い
行

列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
「
ハ
モ
」
食
材
は
４

日
間
続
く
も
の
で
、
10
月
21
、
22
日
は
自
家
製
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
を
の
せ
た
「
ハ
モ
タ
ル
カ
ツ
丼
」、
23
、
24

日
は「
ハ
モ
天
丼
」で
何
れ
も
１
０
０
食
限
定
メ
ニ
ュ
ー

と
の
こ
と
で
す
。
日
頃
、
学
食
メ
ニ
ュ
ー
で
魚
を
食
べ

る
機
会
が
少
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
以
前
、

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
メ
ニ
ュ
ー
で
「
し
ら
す
丼
」
の

味
を
知
っ
た
学
生
ら
は
、
新
鮮
美
味
な
ハ
モ
を
使
っ
た

熱
々
の
カ
ツ
丼
を
廉
価
で
味
わ
え
る
と
あ
っ
て
、
初
日

か
ら
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
摂
播
漁
青
連
の
会
員
ら
と
関
西
学
院
大
学
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
は
年
を
追
う
毎
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
大
輪
田
塾
修
了
生 

大
西 

正
起
さ
ん
（
４
期

生
）、
大
角 

生
馬
さ
ん
（
５
期
生
）
ら
と
、
同
塾
運
営

委
員
で
講
師
団
顧
問
の
同
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教

授
と
の
出
会
い
に
よ
り
、
田
和
教
授
の
配
慮
で
、
大
角

さ
ん
ら
が
同
教
授
ゼ
ミ
学
生
と
交
流
会
を
も
っ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
海
の
こ
と
、
漁
の
こ
と
、

環
境
の
こ
と
な
ど
を
漁
業
者
の
目
線
と
言
葉
で
有
り
の

ま
ま
を
伝
え
、
ま
た
、
学
生
ら
は
漁
業
に
ど
ん
な
認
識

を
持
っ
て
い
る
か
な
ど
、
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
と
も

に
生
き
た
勉
強
で
知
見
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
交

流
活
動
が
発
展
し
、
学
食
で
季
節
の
旬
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」
シ
リ
ー
ズ
が
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
す
。
部
員
達
は
「
美
味
豊
か
な
兵
庫
の

魚
介
類
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
純
粋
な
願
い
で
試
食
を

提
供
し
た
こ
と
と
、
大
学
生
協
が
求
め
る
学
食
新
メ

ニ
ュ
ー
開
発
と
双
方
の
思
い
が
一
致
し
た
こ
と
で
、
同

漁
青
連
の
活
動
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
た

だ
、こ
こ
に
き
て
、人
気
メ
ニ
ュ
ー
で
需
要
が
高
ま
り
、

季
節
毎
の
食
材
確
保
に
手
を
取
ら
れ
過
ぎ
る
と
本
業
に

影
響
し
か
ね
な
い
と
い
う
部
員
ら
の
嬉
し
い
悩
み
も
あ

り
、
大
西
さ
ん
ら
は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
流
通
加
工
部
や

シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
学
食
の
要
望
に

応
え
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
も
、
甲
南
大
学

生
協
の
役
員
や
食
堂
責
任
者
ら
が
漁
青
連
の
ブ
ー
ス
を

訪
れ
、
部
員
ら
と
意
見
交
換
し
た
あ
と
、
学
食
で
Ｌ
Ｏ

Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
を
試
食
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
事
務

局
を
担
当
す
る
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
職
員
は
、
国
立
兵
庫
教

育
大
学
院
、
流
通
科
学
大
学
等
複
数
の
大
学
か
ら
も
交

流
希
望
の
動
き
が
あ
り
、
同
漁
青
連
だ
け
で
は
さ
ば
き

き
れ
な
い
が
、
か
と
い
っ
て
、
商
業
ベ
ー
ス
で
県
産
水

産
物
を
売
り
込
む
よ
う
な
交
流
に
は
し
た
く
な
い
と
い

う
大
西
さ
ん
や
大
角
さ
ん
、
部
員
ら
の
純
粋
な
活
動
意

識
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
魚
食
普
及
活
動

の
拡
大
へ
仕
組
み
作
り
を
考
え
な
け
れ
ば
…
…
…
と
、

頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
、
未
踏
の
分

野
に
第
一
歩
を
踏
み
込
ん
だ
摂
播
漁
青
連
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
敬
意
を
表
し
、
活
動
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

（一財）兵庫県水産振興基金

学生との交流も図ることが出来た一日となりました！

学食で人気“LOVE SEA丼”他校からもオファー？
  摂播漁青連 関学生協祭に出店

今回のポスターは学生がデザインしたもの
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（一財）兵庫県水産振興基金

淡路島の生サワラ丼　販売開始！
～「淡路島サワラ食文化推進協議会」の挑戦～

　
洲
本
市
五
色
町
は
明
治
以
前
か
ら
サ
ワ

ラ
漁
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
り
、
今
も
サ
ワ

ラ
が
「
市
の
魚
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ワ
ラ
は
、
往
時
か
ら
大
漁
時

に
は
地
域
住
民
に
振
舞
わ
れ
た
り
、
田
植

え
作
業
の
無
事
の
終
了
を
祝
う
魚
と
し
て

食
べ
ら
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の

よ
う
な
食
文
化
を
伝
承
し
よ
う
と
今
年
度

か
ら
、Ｊ
Ｆ
五
色
町（
播
磨 

孝
次
組
合
長
）

を
は
じ
め
五
色
町
商
工
会
、地
域
飲
食
店
、

市
、
県
か
ら
な
る
「
淡
路
島
サ
ワ
ラ
食
文

化
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
食
文
化

の
再
興
と
と
も
に
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
10
月
７
日
（
火
）
に
は
“
文
化
を
伝
え

る
に
は
、
子
供
た
ち
の
理
解
が
重
要
”
と

同
市
立
都
志
小
学
校
で
料
理
教
室
を
開
催

し
、６
年
生
の
児
童
19
名
が
郷
土
料
理「
サ

ワ
ラ
茶
飯
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
調
理
に

先
立
ち
、
播
磨
組
合
長
か
ら
児
童
ら
に
、

大
き
な
も
の
は
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

10
キ
ロ
を
超
え
る
こ
と
や
、“
今
年
も
お

陰
さ
ま
で
大
き
な
サ
ワ
ラ
が
食
べ
ら
れ
ま

し
た
”
と
尾
び
れ
を
玄
関
に
飾
る
習
慣
が

あ
っ
た
こ
と
、
漁
業
者
が
資
源
管
理
に
努

め
て
い
る
こ
と
な
ど
サ
ワ
ラ
に
ま
つ
わ
る

話
が
あ
り
、「
サ
ワ
ラ
は
洲
本
市
の
シ
ン

ボ
ル
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
播
磨
組
合
長
と
地
元
水
産
加

工
会
社 

北
本 

富
士
（
み
つ
ひ
と
）
専
務

が
「
身
が
柔
ら
か
い
の
で
切
り
身
が
難
し

い
」
な
ど
説
明
を
し
つ
つ
見
事
な
手
さ
ば

き
で
５
枚
に
お
ろ
し
、
児
童
ら
は
刺
身
や

タ
タ
キ
の
ほ
か
、
醤
油
と
ミ
リ
ン
で
作
っ

た
タ
レ
を
か
け
た
「
ヅ
ケ
」
に
し
て
、
ご

飯
の
上
に
載
せ
て
「
生
サ
ワ
ラ
丼
」
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。丼
は
少
し
食
べ
た
の
ち
、

サ
ワ
ラ
の
ア
ラ
で
と
っ
た
出
汁
を
掛
け
て

「
サ
ワ
ラ
茶
飯
」
と
し
て
も
味
わ
い
ま
し

た
。
３
種
類
の
食
べ
方
を
堪
能
し
た
児
童

か
ら
は
「
サ
ワ
ラ
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
食

べ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
と
て
も
美
味

し
い
。
家
で
作
れ
そ
う
」
と
話
す
な
ど
好

評
で
し
た
。

　
ま
た
、「
食
文
化
継
承
と
と
も
に
サ
ワ

ラ
で
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
げ
よ
う
」
と

五
色
町
を
中
心
に
市
内
外
の
飲
食
店
９
店

舗
が
「
淡
路
島
で
獲
れ
た
生
の
サ
ワ
ラ
を

使
う
」
こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
料
理
の
提

供
を
開
始
し
ま
し
た
。「
ヅ
ケ
丼
」、「
サ

ワ
ラ
茶
飯
」
な
ど
に
加
え
、
山
芋
を
掛
け

た
り
と
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
料
理
を
千
円

台
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
大
小

２
種
類
の
ノ
ボ
リ
を
設
置
し
、
10
月
26

日
（
日
）
か
ら
淡
路
島
の
新
名
物
料
理
と

し
て
売
り
出
し
ま
し
た
。
同
日
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
パ
ー
ク
五
色
で
開
催
さ
れ
、
約

６
、０
０
０
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
「
秋

の
ふ
れ
あ
い
青
空
市
」
で
、
今
回
の
取
組

み
に
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
生
サ

ワ
ラ
丼
約
２
５
０
食
を
振
る
舞
っ
て
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、食
べ
た
親
子
連
れ
ら
か
ら
は「
お

い
し
い
」
と
好
評
を
得
ま
し
た
。

　
淡
路
島
で
今
や
年
間
50
万
食
以
上
を
売

上
げ
る
「
淡
路
島
の
生
シ
ラ
ス
丼
」
に
続

け
と
始
動
し
た
こ
の
取
り
組
み
に
、
今
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

（ 

※
洲
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
五
色
町

商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
「
島
の
漁

師
飯 

淡
路
島
の
生
サ
ワ
ラ
丼
」
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

提
供
店
舗
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
）

自分で調理したサワラは一層美味しかったようですサワラにまつわる地元の風習を説明する播磨組合長

見事な包丁捌きを披露した北本専務

播磨組合長が手渡しで生サワラ丼を振舞いました振舞いの整理券は早々に終了！評判も上 ！々
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「
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
将
来
の
水
産
業
界
を
リ
ー
ド
し

て
い
く
人
材
育
成
」
を
目
標
に
様
々
な
研
修
・
講
義
を
行
っ

て
い
る
同
塾
は
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
修
了
・
入
塾
式
を
執

り
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
10
月
21
日
（
火
）、
兵
庫
県
水

産
会
館
に
お
い
て
「
大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式
」

が
行
わ
れ
、
８
期
生
３
名
が
修
了
す
る
と
と
も
に
、
新
入
生

（
10
期
生
）
５
名
が
入
塾
し
ま
し
た
。

　
山
田 

隆
義
塾
長
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
会
長
）、
県
農
林
水
産

局 

新
岡 

史
朗
局
長
を
は
じ
め
、
同
塾
運
営
委
員
、
県
・
系

統
役
職
員
な
ど
約
50
名
が
出
席
す
る
な
か
、
修
了
式
で
は
、

修
了
生
が
一
人
ず
つ
山
田
塾
長
か
ら
修
了
証
書
を
手
渡
さ

れ
、「
決
意
の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
９
期
生 

相
田 

欽
司
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
）
か
ら
「
送
る
言
葉
」
を
受

け
た
８
期
生
は
決
意
を
新
た
に
卒
塾
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
入
塾
式
で
は
、
新
入
生
代
表
の
小
林 

幸
生
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
述
べ
、
９

期
生 

竹
中 

太
作
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
坊
勢
）
か
ら
歓
迎
の
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
関
西
学
院
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教

授
に
よ
る
記
念
講
演
「
東
南
ア
ジ
ア
の
塩
干
魚 

～
マ
レ
ー

半
島
の
浜
の
加
工
現
場
か
ら
～
」
が
行
わ
れ
、
10
期
生
は
塾

生
と
し
て
の
研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
８
期
生
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
10

期
生
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。

平
成
26
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式 

開
催

　

～
10
期
生
５
名
が
入
塾
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

修了生の記念撮影
（前列左から：赤松さん、魚さん、山田塾長、新岡局長、津國さん）

入塾生の記念撮影
前列左から：藤本さん、島崎さん、引野さん、山田塾長、新岡局長、山中さん、小林さん

修了生の紹介

氏　　名 所　　　属 漁業種類

津國　和哉 ＪＦ仮屋 小型底曳網

魚　　裕之 ＪＦ一宮町 ノリ養殖、小型底曳網

赤松　克司 ＪＦ但馬 漁協職員

入塾生の紹介

氏　　名 所　　　属 漁業種類

小林　幸生 Ｊ坊勢 小型底曳網、船曳網

引野　裕允 ＪＦ仮屋 小型底曳網

山中　盛吉 ＪＦ一宮町 漁協職員

島崎　卓也 ＪＦ但馬 漁協職員

藤本　朋也 ＪＦ兵庫漁連 系統団体職員
（敬称略・順不同）
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毎
年
、
全
国
各
地
で
集
中
豪
雨
や
台
風
が

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
大
雨

で
流
れ
出
し
た
様
々
な
ゴ
ミ
は
河
川
か
ら
海

へ
と
流
れ
出
て
、
国
内
外
の
海
岸
へ
漂
着
し

ま
す
。
ま
た
、
海
外
か
ら
流
れ
出
し
た
で
あ

ろ
う
外
国
語
表
記
の
ゴ
ミ
も
国
内
へ
漂
着
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
国
内
外
の
海
岸
に
漂
着・

漂
流
す
る
ゴ
ミ
は
、
環
境
や
生
態
系
へ
の
影

響
が
心
配
さ
れ
て
い
る
な
か
、
近
年
、
地
域

で
実
施
さ
れ
る
海
岸
・
河
川
清
掃
活
動
に
年

間
１
０
０
万
人
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
機
構
で
は
約
20
年
前
か
ら
全
国
に
海

浜
・
河
川
の
清
掃
活
動
を
呼
び
か
け
、
毎
年

50
万
枚
の
ゴ
ミ
袋
を
提
供
し
て
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動
状
況

を
地
方
自
治
体
の
協
力
を
得
て
調
査
し
、
①

清
掃
活
動
で
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
内
容
を
調
べ

た
「
海
浜
等
清
掃
活
動
実
施
状
況
調
査
報
告

書
」、
②
ど
の
よ
う
な
団
体
が
活
動
を
し
て

い
る
の
か
を
調
べ
た
「
海
浜
等
の
美
化
活
動

事
例
調
査
報
告
書
」
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年（
１
～
12
月
）に
実
施
さ
れ
た
清

掃
活
動
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
、
32
都
道
府

県
か
ら
回
答
が
あ
り
、
延
べ
１
３
、０
３
０

回
の
清
掃
活
動
と
、
延
べ
約
86
万
人
が
参
加

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
の
主
催
者
お
よ
び
参
加
者
は
、

地
方
自
治
体
な
ど
行
政
に
よ
る
も
の
が
活
動

の
半
数
近
く
を
占
め
、
そ
の
他
、
漁
業
協
同

組
合
の
組
合
員
や
女
性
部
、
学
校
が
主
催
す

る
子
供
た
ち
の
課
外
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
親
子
や
会
社
ぐ
る
み
の
参
加
な
ど

様
々
で
す
。

　
ゴ
ミ
の
種
類
と
し
て
は
、
海
岸
で
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
空
缶
、
弁
当
の
空
箱
、
自
転
車

や
傘
、山
か
ら
の
流
木
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

河
口
域
は
流
域
の
生
活
ゴ
ミ
が
主
で
、
大
雨

で
山
か
ら
流
れ
て
河
口
に
た
ど
り
着
い
た
流

木
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ゴ
ミ
は
自
然

災
害
や
地
域
の
日
常
生
活
を
映
す
鏡
で
あ
る

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

公
益
財
団
法
人 

海
と
渚
環
境
美
化
・
油
濁
対
策
機
構

全
国
で
展
開
す
る
海
岸
・

　
河
川
な
ど
で
の
清
掃
活
動
に
つ
い
て

特

別

寄

稿

図１　平成25年 月別実施回数図２　参加団体別の実施割合

表１　清掃実施場所別の清掃規模と参加者数

全　体
清掃人数（人） 863,231

清掃距離
延べ距離（㎞） 14,398
実距離（㎞） 8,882
面積（㎢） 1,457



　
ゴ
ミ
の
回
収
量
は
、
全
体
で
約
14
万
５
千

㎥
で
し
た
。
場
所
別
で
は
海
岸
が
約

10
万
４
千
㎥
で
最
も
多
く
、
次
い
で
河
岸
が

約
３
万
８
千
㎥
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
２
つ

を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
98
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。
な
お
、
こ
こ
で
の
回
収
量
は
ゴ
ミ

の
種
類
を
把
握
し
て
い
る
場
合
と
、
総
量
の

み
把
握
し
て
い
る
場
合
の
合
計
値
で
す
。

海
の
羽
根
募
金

　
当
機
構
で
支
援
す
る
全
国
の

海
浜
・
河
川
清
掃
活
動
は
、
皆

さ
ま
か
ら
頂
い
た
「
海
の
羽
根

募
金
」
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
募
金
か
ら
、
海

浜
や
河
岸
、
湖
岸
等
の
清
掃
活

動
の
ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
て
支
援

す
る
と
と
も
に
、
全
国
で
実
施
さ
れ
る
海
浜

等
の
清
掃
活
動
状
況
の
取
り
ま
と
め
や
、
漁

業
者
が
参
加
し
た
植
樹
活
動
や
環
境
保
全
の

取
り
組
み
等
を
調
査
し
、
美
し
い
海
を
守

る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
広
く
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
の
詳
細
は
当

機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（http://www.um
itonagisa.or.jp/

）

表２　種類別のゴミ回収量 単位：㎥
種類 全　　　体 海　　　岸 河　　　岸 湖　　　岸 海　　　域

布 ・ 紙 227 （0.5％） 134 （0.3％） 93 （6.2％） １ （8.7％） ０ （0.0％）
材 木、 木 片 等 1,375 （3.2％） 1,082 （2.6％） 291 （19.5％） １ （4.4％） ２ （0.7％）
ペ ッ ト ボ ト ル 420 （1.0％） 347 （0.8％） 65 （4.3％） ２ （13.1％） ７ （3.3％）
弁当箱、トレイ 117 （0.3％） 98 （0.2％） 14 （1.0％） １ （8.7％） ３ （1.4％）
ロ ー プ、 網 229 （0.5％） 147 （0.4％） 36 （2.4％） ０ （0.0％） 46 （21.7％）
缶 類 278 （0.7％） 228 （0.6％） 47 （3.2％） ２ （17.5％） １ （0.2％）
ガ ラ ス 42 （0.1％） 33 （0.1％） ８ （0.6％） １ （8.7％） ０ （0.0％）
人 工 物 そ の 他 30,624 （71.6％） 30,347 （73.9％） 263 （17.6％） ４ （38.9％） ８ （4.0％）
人 工 物 計 33,312 （77.9％） 32,416 （78.9％） 818 （54.8％） 11 （100.0％） 67 （31.3％）
流 木 3,685 （8.6％） 2,988 （7.3％） 593 （39.7％） ０ （0.0％） 104 （48.9％）
海 草 195 （0.5％） 162 （0.4％） １ （0.1％） ０ （0.0％） 32 （15.0％）
自 然 物 そ の 他 5,596 （13.1％） 5,503 （13.4％） 83 （5.5％） ０ （0.0％） 10 （4.7％）
自 然 物 計 9,475 （22.1％） 8,653 （21.1％） 676 （45.2％） ０ （0.0％） 146 （68.7％）
合 計 42,788 （100.0％） 41,069 （100.0％） 1,494 （100.0％） 11 （100.0％） 213 （100.0％）

注１：各欄の値は四捨五入しているため、人工物計 ・自然物計 ・合計 はその内訳の合算と一致しない場合がある。
注２：ここでのゴミ回収量はゴミの種類を把握している場合のみの集計 値である。

図３　ゴミ回収量とその割合

注： 各値は四捨五入してあるため、合計はその
内訳の合算値と一致しない場合がある。

「海の羽根募金」への寄付のお願い
　今後とも安定的に本活動を継続していくためには、皆さまのご支援が是非とも必要です。
　当機構の事業にご理解を賜り、募金・寄付金のご拠出を頂きますよう衷心よりお願い申し上げます。
　また、当機構の活動を全般的に支援してくださる会員も募集しております。

団体会員１口：１万円　・　個人会員　１口：５千円
　もし、ご支援いただけます場合は、送金手数料が無料になる郵便払込取扱票を当機構までメール・電話でご請求下さい。
　郵便払込取扱票をお送りします。　

（連絡先） office@umitonagisa.or.jp ／ 03（5800）0130 ／ 加藤、福田
　※　当機構への寄付及び会費は寄付金控除等の対象になります。
　※　会員になっていただける場合は、機関誌「メッセージ海と渚」をお届けして、全国の活動を報告しています。

11
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ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

ライフジャケット着用の
際は体に合ったサイズ
を選び、金具等で調整
して使用しましょう。
ご安航を祈る！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、一人乗りの漁船の場合、

ライフジャケッ
トを着用してく
ださい。

海難事故をなくそう！

よく浮
きます

！
固型式ライフジャケット

モデル：神戸運輸監理部
　　　  筒井 宣利調整官

※ 右手のサインはＵＷ
　（ＵＷは国際信号旗で、
　 “ご安航を祈る”の意） モデル：ＪＦ兵庫漁連資材部 米山 裕子さん

　
10
月
19
日
（
日
）、
Ｊ
Ｆ
東

播
磨
（
川
崎 

十
九
男
組
合
長
）

は
「
海
難
防
止
講
習
会
」
を
開

催
し
、
組
合
員
を
は
じ
め
近
隣

に
停
泊
し
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
所
有
者
な
ど
関
係
者
約

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
講
習
会
は
加
古
川

市
海
洋
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、

３
課
題
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま

し
た
。
加
古
川
海
上
保
安
署 

小
原 

雅
之
専
門
官
は
「
漁
船
・

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
海
難
事

故
」
と
題
し
て
、
全
国
的
に
小

型
船
舶
の
事
故
が
増
加
し
て
い

る
な
か
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
や
防
水
型
携
帯
電
話
の
所

持
な
ど
自
己
救
命
策
の
確
保
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
指
導
部 

宗
和 

貴
光
統
括
代
理
に

よ
る
膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
作
動
体
験
と
様
々
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
加
古
川
市
中
央
消
防
署 

松
尾
信
也
氏
、
荻
野 

篤
彦
氏
を
講
師
に
迎
え
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ

た
救
急
法
の
説
明
と
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

ＪＦ東播磨での“命を守る運動”
海難防止講習会

～組合員・
　プレジャーボート所有者
　あわせて約70名が参加～

小原専門官の講演の様子

様 な々ライフジャケットが紹介されました
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http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

お詫び

10月発行の拓水第696号について下記の誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正して、お詫び申し上げます。

　　10頁（裏表紙カラー）５行目から

　　　　誤  ○○○ この祭りは市内のＪＦ湊、同南あわじ、同福良、同南淡の４漁協

　　　　正 ○○○  この祭りは市内のＪＦ湊、同南あわじ、同福良、同南淡、同沼島の５漁協

　兵庫県生協連では、９月17日、兵庫県民会館
にて「2014年度 災害対策委員会」を開催。兵庫
県からもご参加いただき、会員生協の役職員あわ
せて16名が参加しました。
　冒頭、三宅専務理事の挨拶のあと、「震災を振
り返り今なすべきこと～防災は隣近所の助け合い
～」と題して、西宮市民共済生活協同組合 常務
理事　岸本 正 氏（ひょうご防災特別推進員・兵
庫県防災士会理事・総務省消防庁防災アドバイ
ザー）より、地震の周期や津波発生のしくみ、防
災グッズや備蓄、防災で大切にしたいことなどに
ついてお話をいただきました。
　「地震が起こったら、姿勢を低く、体や頭を守っ
て待つこと。机の下にもぐった際には、必ず机の
脚をしっかり握っておくこと」「非常用の食料品
などの備蓄は、“ローリングストック法”で、非
常食を普段の生活で使用し、買い足して常に新し
いものを常備すること」など、普段、身のまわり
にあるもので災害時の代用品になるものを見つけ
るヒントになりました。途中、「緊急地震速報」
や「津波警報」などの防災無線を聴き比べたり、
防災についての三択クイズに参加者が色紙で答え
る場面もあり、参加者それぞれの防災意識を知る
ことができました。
　また、防災の重要点として「①非常時の備えで
はなく、普段からの備えを行う②助け合いの大切
さ・地域コミュニケーションの強化③行政、地域
住民、事業所の防災スクラム④防災対応力の向上・
防災リーダーの養成」などを確認。“公助”“自助”

“共助”に加え、地域の方々で支え助け合う“近助”
の大切さを改めて学びました。
　最後に兵庫県と兵庫県生協連が2008年１月に
締結した緊急物資協定の全項目および実施細目ほ
か、緊急連絡先についての確認を行いました。

 ＪＡ兵庫西　
　ＪＡ兵庫西 西播磨営農生活センターは９月25日

（木）から４日間、上郡町立上郡中学校で「地産
地消料理教室」を開き、２年生127人が地元産の
大豆を使って木綿豆腐とおからドーナツ作りに挑
戦しました。
　同ＪＡ女性会西播磨地区と協力して、2004年か
ら開催。毎年、同中学校や上郡小学校などを中心
に、地産地消の大切さを伝える食育活動に取り組
んでいます。今回の教室では地元産の大豆７キロ
を使用しました。
　26日には、生徒32人が豆腐作りに挑戦しまし
た。女性会員７人が講師となり、ミキサーにかけ
た大豆を鍋で煮たり、こし袋で豆乳とおからを分
けたりする作業を協力して取り組みました。生徒
は「初めて自分で豆腐を作りました。地元産なの
でより美味しく感じます」と完成を喜びました。
　同女性会の小谷美惠子会長は、「自分で作る楽
しさや食の大切さがわかってもらえればうれしい
です。子どもたちとの賑やかな食育活動で、私た
ちも元気をもらっています」と話しました。

地元産大豆で食育教室
防災は

地域コミュニケーションの強化
～2014年度 災害対策委員会を開催～

防災クイズでは参加者の防災意識を色紙で確認し合いました地元産大豆で豆腐を作る生徒ら



◆
何
が
安
い
か
と
い
っ
て
事
典
類
ほ
ど
安
価
な
も
の
は
無
い
と
思
っ
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
知
識
が
詰
め
込
ま
れ
、
疑
問
に
対
し
て
立
ち
所
に
答
え
を
出

し
て
呉
れ
る
。
辞
書
を
検
索
す
る
愉
し
み
も
図
り
知
れ
な
い
。
事
典
や
辞
書

が
好
き
で
「
離
れ
小
島
へ
何
を
持
っ
て
行
く
か
」と
問
わ
れ
た
ら
、
即
座
に

「
広
辞
苑
」と
答
え
る
積
も
り
で
い
る
。
新
聞
紙
上
で
も
難
し
い
言
葉
の
解

説
に
引
用
さ
れ
、
そ
の
信
頼
度
は
辞
書
中
で
は
随
一
と
い
う
所
が
実
に
い

い
。
言
葉
は
常
に
新
陳
代
謝
し
て
い
る
た
め
、
後
手
後
手
に
回
る
も
の
の
見

直
し
や
改
訂
作
業
が
必
要
だ
。
広
辞
苑
の
最
新
版
（
六
版
）は
約
一
万
語
を

新
た
に
採
用
し
、
約
24
万
項
目
に
編
集
さ
れ
た
。
特
別
に
薄
く
抄
い
た
上
質

紙
を
使
っ
て
い
る
た
め
、
厚
み
が
変
ら
な
い
の
が
嬉
し
い
。

◆
「
広
辞
苑
」の
第
一
版
が
出
版
さ
れ
た
の
が
一
九
五
五
年
の
五
月
、
掲
載

項
目
は
約
二
十
万
語
で
、
価
格
は
二
千
円
だ
っ
た
そ
う
だ
。
当
時
の
公
務
員

初
任
給
が
九
千
円
の
時
代
だ
か
ら
、
辞
書
と
し
て
は
破
格
の
も
の
。
ど
ん
な

方
々
が
購
入
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
九
年
前
に
、
広
辞
苑
段
位
認
定
委
員

会
に
よ
り
試
験
が
実
施
さ
れ
、
応
募
し
て
十
段
の
免
状
を
頂
戴
し
た
。
こ
れ

が
、
今
の
原
稿
書
き
を
継
続
で
き
る
根
底
に
あ
り
、
強
力
な
後
押
し
を
し
て

呉
れ
て
い
る
。『
旬
に
想
う
』の
連
載
も
「
広
辞
苑
」に
負
う
所
大
な
の
で
あ

る
。「
言
葉
は
生
き
物
」と
い
う
通
り
、
書
き
た
い
素
材
は
無
限
に
広
が
っ
て

止
む
こ
と
を
知
ら
な
い
。

◆
「
広
辞
苑
」の
青
い
表
紙
の
背
部
分
に
浮
き
出
て
い
る
模
様
が
あ
り
、
そ

の
正
体
が
気
に
な
っ
て
い
た
。《
水
辺
に
立
つ
鳥
》か
《
池
に
浮
か
ぶ
睡
蓮
》

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
何
を
意
図
し
た
の
か
判
ら
な
い
け
れ
ど
、

凸
凹
し
た
感
じ
が
手
に
馴
染
ん
で
大
い
に
気
に
入
っ
て
は
い
る
。

第
六
版
の
付
録
と
し
て
、
難
読
語
一
覧
や
常
用
漢
字
・
人
名
漢

字
・
表
外
漢
字
と
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
略
語
の
解
説
も
あ
る
別

冊
が
便
利
で
、
何
か
と
役
に
立
っ
て
く
れ
る
。
本
編
の
掲
載
項
目

の
内
に
は
、
生
涯
を
通
じ
て
口
に
し
な
い
言
葉
も
随
分
と
多
く

含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
意
味
不
詳
の
も
の
を
調
べ
る
上
で

は
必
要
な
項
目
で
あ
る
。
ど
の
項
目
を
掲
載
す
る
か
、
言
葉
の
採

用
・
不
採
用
が
編
者
の
腕
の
見
せ
所
な
の
だ
そ
う
だ
。

◆
歳
月
が
辞
書
を
磨
く
と
い
う
が
、
掲
載
さ
れ
た
言
葉
は
歴
史

の
証
し
で
あ
る
。
過
ぎ
去
る
歳
月
の
中
で
、
生
ま
れ
て
は
消
え
て

ゆ
く
。
そ
し
て
残
っ
た
言
葉
が
日
本
語
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。
そ

れ
は
必
要
か
ら
生
ま
れ
て
逞
し
く
生
き
残
っ
た
言
葉
ば
か
り
。

作
文
は
、
此
れ
ら
の
言
葉
を
組
み
合
せ
、
紡
ぎ
出
し
た
織
物
で
あ

る
。
文
章
を
作
る
際
に
は
傍
ら
に
辞
書
を
置
く
。
豊
富
な
語
彙
が

作
文
に
は
必
須
で
、
そ
の
貧
富
の
差
が
出
来
上
り
を
大
き
く
左

右
す
る
。
古
い
言
葉
、
新
し
い
言
葉
、
そ
し
て
舶
来
の
言
葉
は
見

知
ら
ぬ
言
葉
、
そ
れ
ら
を
使
う
こ
と
で
文
章
が
装
い
を
整
え
る
。

辞
書
か
ら
学
べ
る
事
は
無
限
で
、
全
く
無
駄
が
無
い
と
思
う
。

००
写真と文

༡ํࢠ

広辞苑をそばに

雲
の
波

６
月
の
大
輪
田
塾

　
10
日　
漁
業
法
概
要 
（
水
産
会
館
）　　
　
　
　
　
　

　
淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山
崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋 

以
下
、
淡
路

漁
青
連
）
は
、
本
年
度
研
修
会
で
三
重
県
の
Ｊ

Ｆ
鳥
羽
磯
部
浦
村
支
所
を
視
察
し
た
際
、
カ
キ

殻
の
粉
末
を
原
料
と
し
た
固
形
物
“
ケ
ア
シ
ェ

ル
”
な
ど
を
入
れ
た
袋
網
に
よ
る
ア
サ
リ
の
天

然
採
苗
の
説
明
を
受
け
、
８
月
開
催
の
第
３
回

役
員
会
の
結
果
、
ア
サ
リ
天
然
採
苗
試
験
の
実

施
を
決
め
ま

し
た
。

　
袋
網
の
設

置
に
あ
た
っ

て
、
10
月
７

日
（
火
）
に

は
洲
本
市
で

勉
強
会
を
開

催
し
、
県
立
水
産
技
術
セ

ン
タ
ー 

安
信 

秀
樹
主
席

研
究
員
か
ら
ア
サ
リ
の
生

態
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
の
ち
、
実
施
希
望
を

募
っ
た
と
こ
ろ
７
団
体
が

参
加
し
ま
し
た
。
10

月
18
日
（
土
）、
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
淡
路
の

り
セ
ン
タ
ー
で
袋
網

に
ケ
ア
シ
ェ
ル
と
砂

利
を
詰
め
る
作
業
を

行
い
、
準
備
が
出
来

た
団
体
か
ら
各
浜
に

設
置
し
ま
し
た
。

　
淡
路
島
内
で
、
今

後
、
採
苗
に
適
し
た

地
区
を
特
定
し
て
い

く
予
定
で
す
。

淡路地区漁協青壮年部連合会

アサリが入りそうな浅場に設置 18日の作業の様子

アサリ天然種苗試験 始まる !!
　～淡路島内各地で実施～
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